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天
明
年
間
摂
津
綿
作
地
帯
の
村
況

ー

li現
大
阪
市
南
部
二
三
カ
村
の
村
明
細
帳
を
も
と
に
し
て

l
iム、7 

井

美

ネ己

は
じ
め
に

近
世
畿
内
農
村
に
関
す
る
研
究
は
、
戦
後
、
村
方
文
書
の
採
訪
が
積
極
的
に
お
こ
な
わ
れ
、
農
村
史
の
め
ざ
ま
し
い
発
展
の
も
と
に
大

き
く
前
進
し
た
。
な
か
で
も
、
先
進
的
な
綿
作
地
帯
と
し
て
の
大
阪
周
辺
の
研
究
に
お
い
て
は
、
古
島
敏
雄
・
永
原
慶
二
両
氏
の
『
商
品

生
産
と
寄
生
地
主
酔
言
語
口
氏
『
明
確
新
の
基
礎
構
を
な
ど
を
は
じ
め
、
高
尾
一
安
や
津
田
秀
き
り
の
多
く
の
業
績
が
積

み
重
ね
ら
れ
て
い
る
。

こ
こ
に
紹
介
す
る
村
明
細
帳
の
一
群
は
、
そ
れ
ら
の
研
究
の
な
か
で
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
っ
た
大
阪
周
辺
の
近
世
村
落
の
状
況
を
、
具

体
的
に
う
か
が
い
う
る
史
料
で
、
現
在
、
桑
津
村
文
書
と
し
て
大
阪
大
学
文
学
部
国
史
研
究
室
に
保
管
さ
れ
て
い
る
も
の
の
一
部
で
あ
る
。

明
細
帳
は
摂
津
住
吉
郡
二
三
カ
村
の
も
の
で
す
べ
て
天
明
年
間
の
帳
簿
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
本
帳
類
は
天
明
大
飢
鐘
が
う
ち
続
く
な
か

で
作
成
さ
れ
、
江
戸
中
期
の
村
況
を
知
る
う
え
で
の
好
史
料
で
あ
る
。
ま
た
住
吉
郡
は
大
阪
・
堺
・
平
野
郷
に
固
ま
れ
た
と
い
っ
て
よ
い

商
品
作
物
の
一
大
生
産
地
帯
で
あ
る
。
こ
の
地
域
に
関
し
て
は
、
ほ
と
ん
ど
報
告
が
な
さ
れ
た
こ
と
が
な
い
の
で
、
そ
の
意
味
で
も
注
目
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さ
れ
て
よ
い
史
料
で
あ
る
。

さ
て
、
こ
の
明
細
帳
の
記
載
事
項
は
、

に
、
村
高
・
反
別
・
田
高
・
畑
高
・
石
盛
等
の
土
地
関
係
、
林
・
株

一
般
の
村
明
細
帳
と
同
様

場
・
川
・
名
所
旧
跡
等
の
地
理
関
係
、
用
水
路
・
悪
水
樋
・
沼
地
と

い
っ
た
水
利
関
係
、
戸
数
・
男
女
別
人
数
な
ど
の
人
口
関
係
事
項
や
、

農
間
余
業
の
種
類
、
綿
作
率
、
小
物
成
高
掛
上
納
物
の
状
況
、
小
作

年
貢
率
、
年
貢
米
津
出
し
の
方
法
、
郷
蔵
の
数
な
ど
で
あ
る
。
最
後

に
京
・
大
阪
・
江
戸
へ
の
道
法
が
明
ら
か
に
さ
れ
、
年
月
日
お
よ
び

村
役
人
た
ち
の
名
で
お
わ
っ
て
い
る
。
村
に
よ
り
内
容
記
載
に
精
粗

が
あ
り
、
概
し
て
簡
単
な
も
の
が
多
い
が
、
以
下
こ
の
村
明
細
帳
か

ら
、
天
明
年
間
の
大
阪
南
部
綿
作
地
帯
の
村
況
の
一
端
を
あ
き
ら
か

に
し
て
い
き
た
い
。

村
の
概
況

対
象
と
な
る
村
々
は
、
す
べ
て
摂
津
国
住
吉
郡
に
属
し
、
現
在
の

大
阪
市
南
部
か
ら
堺
市
北
部
に
わ
た
る
地
域
で
あ
る
。
山
之
内
村
・

苅
田
村
・
寺
岡
村
・
前
堀
村
・
鷹
合
村
・
砂
子
村
・
湯
屋
嶋
村
・
南

Y
』
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田
辺
村
・
北
田
辺
村
・
中
喜
連
村
・
加
賀
屋
新
田
・
北
嶋
新
田
・
富
田
新
田
・
猿
山
新
田
・
松
原
新
田
・
我
孫
子
村
源
左
衛
門
講
所
（
以

上
大
阪
市
住
吉
区
お
よ
び
東
住
吉
区
）
と
、
船
堂
村
・
大
豆
塚
村
・
奥
村
・
浅
香
山
村
・
南
嶋
新
田
・
庭
井
新
田
・
高
屋
新
田
（
以
上
堺

市
）
の
二
三
カ
村
で
あ
る
。

ま
ず
、
こ
の
明
細
帳
が
作
成
さ
れ
た
年
代
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、
天
明
八
年
の
も
の
が
一
カ
村
、
天
明
七
年
が
二
二
カ
村
で
残
り
九
カ

村
に
は
記
載
が
な
い
。
し
か
し
、
天
明
七
年
の
明
細
帳
が
天
明
六
年
と
か
か
れ
た
村
小
入
用
帳
と
と
も
に
袋
入
り
で
あ
る
の
と
同
ビ
く
、

年
代
記
載
の
な
い
明
細
帳
も
天
明
六
年
の
小
入
用
帳
と
一
組
で
保
存
さ
れ
て
い
る
の
で
、
こ
れ
ら
も
天
明
七
年
の
も
の
と
考
え
て
よ
い
と

況一
川
思
わ
れ
る
。

蛸
各
村
は
村
高
か
ら
み
れ
ば
、
南
田
辺
村
九
八
九
石
余
を
筆
頭
に
す
べ
て
一

0
0
0石
以
下
の
村
で
、
一
般
村
で
は
浅
香
山
の
五
五
石
余

作輸
に
い
た
る
ま
で
中
小
村
で
あ
る
。
ま
た
新
田
村
の
高
は
当
然
低
く
な
っ
て
い
る
。
次
に
田
畑
の
比
率
を
み
る
と
、
本
村
で
は
山
之
内
村
が

時
村
高
に
対
す
る
畑
地
率
九
一
－
四
一
一
%
と
あ
る
よ
う
に
圧
倒
的
に
畑
が
多
く
、
苅
田
村
の
一
四
・
七
一
一
%
が
も
っ
と
も
少
な
い
o

概
し
て

瑚
い
え
ば
、
畑
地
が
多
い
の
が
特
色
で
あ
る
。
と
く
に
新
田
に
お
い
て
は
畑
地
の
割
合
が
非
常
に
高
く
、
富
田
新
田
は
す
べ
て
畑
地
と
な
っ

て
い
る
。
こ
の
地
域
は
も
と
も
と
水
利
条
件
の
悪
い
土
地
で
、
用
水
源
は
、
数
多
く
の
溜
池
と
、
河
内
国
狭
山
池
か
ら
北
流
す
る
西
除
川

東
除
川
の
両
川
筋
で
あ
っ
た
。
と
こ
ろ
が
宝
永
元
年
に
大
和
川
が
つ
け
か
え
ら
れ
る
と
、
両
川
筋
が
南
北
に
二
分
さ
れ
た
う
え
、
新
川
の

い
っ
そ
う
条
件
が
悪
化
し
た
の
で
島
右
o

各
村
の
明
細
帳
に
も

川
床
の
た
め
一
四
の
溜
池
が
漬
さ
れ
て
、

当
村
田
畑
早
損
所
ニ
而
御
座
候
（
船
堂
村
）

と
い
っ
た
類
の
記
述
、
が
み
ら
れ
、
と
く
に
新
川
筋
に
そ
っ
て
開
か
れ
た
新
固
な
ど
で
は

当
新
田
度
々
大
和
川
堤
切
込
、
砂
地
一
一
而
肥
シ
等
も
余
分
入
、
其
上
夏
作
不
限
、
照
続
候
節
ハ
水
か
き
不
仕
候
而
ハ
早
損
シ
、
多
荷
な

3 
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れ
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。



ひ
水
ニ
而
作
立
、

又
悶
天
担
杭
大
和
川
満
水
之
節
ハ
川
表
堤
築
立
ニ
而
越
水
多
ク
水
底
ニ
相
成
、
渦
之
節
ハ
海
表
ιο
底
汐
吹
上
、
汐
痛

多
ク
甚
難
所
ニ
而
出
作
人
井
住
居
之
百
姓
等
相
拓
キ
候
ヘ
共
、
入
来
リ
候
者
無
御
座
候
（
北
嶋
新
田
）

と
い
う
あ
り
さ
ま
で
あ
っ
た
。

富
田
新
田
も
ま
た
、
大
和
川
つ
け
か
え
の
影
響
を
も
ろ
に
あ
び
た
地
域
で
あ
る
。
こ
こ
は
、
丹
北
郡
城
蓮
寺
村
が
新
大
和
川
床
と
な
る

村
地
の
代
替
地
と
し
て
開
発
を
許
さ
れ
た
、
も
と
の
西
除
川
の
川
床
で
あ
る
。
こ
の
村
は
川
違
え
工
事
に
よ
っ
て
村
高
が
四
七

O
石
九
斗

六
合
か
ら
一
五
九
石
六
斗
三
升
三
合
に
減
り
、
そ
れ
に
と
も
な
っ
て
家
数
も
六
九
軒
か
ら
四

O
軒
へ
減
少
し
て
い
が
o

し
か
も
与
え
ら
れ

天明年間摂津綿作地帯の村況

た
代
替
地
は
「
河
内
国
丹
北
郡
高
木
村
績
」
よ
り
「
摂
浬
国
住
吉
郡
桑
津
村
領
描
間
川
ま
で
南
北
三
千
間
余
」

と
い
う
細
長
い
も
の
で
あ

っ
た
。
そ
の
う
え

千
四
百
間
住
吉
郡
地
所
ヘ
相
懸
り
、
国
連
御
座
候
故
、
御
検
地
帳
別
冊
被
成
下
、
依
之
城
蓮
寺
村
6
支
配
之
人
家
無
御
座
候
、
御
用
城

蓮
寺
村
ho
相
勤
申
候

と
い
う
状
態
で
、
新
田
の
開
発
費
用
六

O
貫
匁
に
も
困
り
八
町
余
を
他
村
ヘ
売
却
せ
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
と
い
う
。
む
ろ
ん
水
利
条
件
は

悪
く
井
戸
へ
頼
ら
ね
ば
な
ら
ず
、
ま
た

近
村
御
田
畑
8
一
段
地
高
ニ
て
、
大
雨
之
度
ニ
畑
士
な
か
れ
荒
土
斗
相
残
候
ゆ
ヘ
地
味
う
す
く
、
作
毛
肥
相
応
ニ
出
来
不
申
、
尤
永
雨

之
節
肥
し
ろ
な
か
れ
肥
之
勢
力
う
す
く
、

俄
年
作
を
と
り
申
候

で
あ
っ
た
た
め
、
す
べ
て
畑
と
し
て

新
田
ハ
皆
畑
ニ
て
毎
年
木
綿
作
付
申
候

ほ
か
は
な
か
っ
た
。

5 
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我
孫
子
村
源
左
衛
門
請
所
も
ま
た
、
川
違
え
で
で
き
た
我
孫
子
村
の
荒
地
を
開
発
し
た
も
の
で
、
明
和
九
年
に
西
成
郡
今
在
家
村
（
現

大
阪
市
住
吉
区
）
の
人
源
左
衛
門
が
請
負
っ
て
い
る
。
開
発
後
も

田
畑
共
用
水
懸
り
一
滴
も
無
御
座
候
、
不
残
天
水
所
ニ
而
御
座
候
、
至
極
者
井
戸
水
ニ
而
汲
生
申
候

と
い
っ
た
条
件
の
悪
い
場
所
で
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
本
村
と
は
分
離
し
て
別
株
と
な
り
、
年
貢
の
納
入
に
つ
い
て
も
別
扱
い
と
さ
れ
た
。

右
御
田
地
之
儀
者
、
元
来
芝
荒
地
ニ
而
御
座
候
処
：
：
：
私
開
発
仕
度
候
段
願
出
候
処
、
早
速
開
発
被

仰
付
私
引
請
、
右
願
之
儀
者
間

キ
次
第
二
五
ヶ
年
之
鍬
下
御
免
、
井
御
取
箇
之
儀
者
本
郷
我
孫
子
村
之
免
コ
一
ケ
一
ニ
而
、

い
つ
／
＼
迄
茂
右
三
ケ
一
ニ
而
御
年
貢
上
納

十
立
矢

，A｝
l
a
m
u
H
 

大
和
川
つ
け
か
え
に
よ
っ
て
新
田
開
発
が
な
さ
れ
た
こ
と
は
こ
の
地
域
の
特
色
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
他
に
も
変
化
は
大
き
か
っ
た
。
堺

港
が
新
大
和
川
の
吐
き
出
す
土
砂
に
よ
っ
て
埋
ま
り
衰
微
を
招
じ
た
の
も
そ
の
一
つ
で
あ
る
が
、
ま
た
旧
大
和
川
を
航
行
し
て
い
た
剣
先

船
が
、
新
大
和
川
で
も
就
航
を
は
じ
め

御
年
貢
米
ハ
津
出
シ
大
和
川
迄
人
足
ニ
而
出
シ
、
大
和
川
・
6
剣
先
ニ
而
大
坂
難
波
橋
迄
着
仕
候
、
道
法
凡
二
里
程
、
夫
8
上
荷
船
ニ
而

備
前
嶋
迄
着
仕
候
（
船
堂
村
）

と
い
う
記
述
で
も
わ
か
る
よ
う
に
流
域
の
村
々
で
利
用
さ
れ
た
の
は
、
明
る
い
方
の
材
料
で
あ
っ
た
。

次
に
人
口
の
規
模
に
つ
い
て
だ
が
、

一
戸
あ
た
り
人
数
は
ど
の
村
で
も
平
均
四
1
五
人
と
い
っ
た
一
般
的
な
数
字
で
あ
る
。
た
だ
し
、

鷹
合
村
に
h

ね
い
て
の
み
戸
数
二
三
九
軒
に
対
し
て
人
口
四
八
四
人
で
二
戸
あ
た
り
了

O
二
人
と
人
数
が
非
常
に
少
な
い
O

ま
た
男
女
別

人
数
を
合
計
す
る
と
四
五
九
人
と
な
っ
て
総
人
口
と
し
て
あ
げ
ら
れ
て
い
る
数
字
と
符
合
し
な
い
の
で
あ
る
。
他
の
記
載
事
項
に
つ
い
て

は
他
村
と
と
く
に
異
っ
た
点
は
な
く
、
記
載
の
誤
り
か
と
も
思
わ
れ
る
が
、
そ
の
特
殊
な
事
情
ま
で
分
析
す
る
余
裕
を
今
は
も
た
な
い
。



輔
作
（
商
品
作
物
の
生
産
）

こ
の
地
域
の
生
産
力
を
み
る
と
、
石
盛
に
・
お
い
て
本
村
は
一
石
五
斗
代
と
平
均
水
準
を
示
し
、
新
田
は
概
し
て
そ
れ
よ
り
低
い
斗
代
に

規
定
さ
れ
て
い
る
。

と
こ
ろ
で
周
知
の
と
お
り
大
阪
周
辺
は
全
国
で
も
有
数
の
商
品
作
物
の
生
産
地
で
あ
り
、
そ
れ
は
こ
の
地
域
の
農
業
生
産
を
考
え
る
に

欠
か
せ
な
い
要
件
と
な
っ
て
い
る
。

天明年間摂津綿作地帯の村況

生
産
品
に
は
野
菜
・
木
綿
・
菜
種
・
煙
草
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
る
が
、
こ
の
二
三
カ
村
の
明
細
帳
に
み
ら
れ
る
の
は
木
綿
の
み
で
あ
る
。

；［犬

況

表
2 

綿

伝「
aa－－ 

南 湯 砂 鷹 前 寺 苅 山

屋 之
村

田
名

辺 嶋 子 lロI.. 堀 岡 回 内

3 5 5 3 7 回線

10 10 10 10 10 
畑方語
方

男 男 男 男 男 男 女 綿木の農簡余

女と
女 女 女 女 女
と と と と と か業

も も も も も も せと
ぎし
て

オヒ 賀加 浅 奥 大 船
中 北

事鳥 ホt

新
屋 香 旦 喜 回
新 名
田 田 山 塚 堂 連 辺

4 7 4 田綿

7 10 
畑方幸” 

方

の農
女 女 男 女 女 女 女 男

綿木か業余簡女 女
と と
も も せと

ぎし
て

高 庭 南 衛左孫我
松 猿 富

屋 井 嶋 原 山 田 村

新 新 新 請所門子村源 新 事庁 新 名
田 田 回 田 田 回

4 回線
方作

4 10 畑率
方

の農
男 女 女 綿木間
女

か業余と
も せと

ぎし
て

7 

綿
作
率
は
、
田
畑
と
も
対
面
積
比
（
割
）
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住
吉
郡
は
若
江
郡
な
ど
と
と
も
に
、
も
と
も
と
大
阪
南
郊
の
綿
作
地
帯
で
あ
り
、
全
国
市
場
で
も
も
っ
と
も
発
達
し
た
地
域
に
属
し
て

い
た
。
た
と
え
ば
、
宝
永
三
年
平
野
郷
で
は
田
方
の
五
二
%
、
畑
方
七
八
%
、
全
耕
地
の
六
割
が
綿
作
地
で
あ
っ
た
し
、
ま
た
享
保
一
五

年
西
喜
連
村
の
綿
作
率
は
、
田
方
五
三
・
二
%
、
畑
方
九
八
・
コ
一
%
で
平
均
七
一
・
五
%
で
あ
っ
た
。
こ
の
明
細
帳
で
も
苅
田
・
寺
岡
・

前
堀
・
鷹
合
な
ど
の
七
カ
村
で

畑
方
不
残
木
綿
作
仕
候

と
の
記
載
が
あ
る
。
田
方
で
も
三
割
か
ら
五
割
、
多
い
と
こ
ろ
で
は
苅
田
村
や
由
主
ロ
連
村
の
よ
う
に
七
割
と
い
う
高
い
綿
作
率
で
あ
る
。

江
戸
中
期
以
降
、
田
方
綿
作
は
減
少
す
る
の
が
一
般
的
な
傾
向
で
あ
る
の
に
対
し
、
天
明
期
に
お
い
て
か
な
り
高
い
率
を
維
持
し
て
い
る

の
は
、
こ
の
近
辺
が
大
阪
で
も
最
高
の
綿
作
地
帯
で
あ
る
証
左
と
い
え
よ
う
。

そ
こ
で
耕
作
の
合
間
の
余
業
も
そ
の
影
響
を
う
け

耕
作
之
外
男
女
共
木
綿
稼
仕
候

と
す
る
村
が
多
い
。
と
く
に
女
の
場
合
に
は
、
湯
屋
嶋
・
松
原
新
田
・
我
孫
子
村
源
左
衛
門
請
所
・
高
屋
新
田
の
四
カ
村
（
富
田
新
田
に

は
家
な
し
）
に
記
載
が
な
い
だ
け
で
、
残
り
の
村
す
べ
て
に
お
い
て
木
綿
稼
、
ぎ
に
従
事
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
男
は
ほ
か
に
は

（梼）

男
ハ
農
業
之
透
縄
俵
侍
農
具
肥
シ
方
便
仕
候
と
か

男
ハ
草
履
わ
ら
ち
糸
綿
子
伝
井
牛
の
ふ
ミ
草
苅
取
申
候

と
い
っ
た
余
業
が
あ
っ
た
。

下
肥
は
大
阪
・
堺
を
中
心
に
集
め
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
馬
は
北
田
辺
村
に
神
馬
が
み
ら
れ
る
だ
け
で
、

あ
と
は
も
っ
ぱ
ら
牛
が
利
用
さ

れ
て
い
る
。



‘
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’
 作
関

係

地
主
・
小
作
関
係
の
分
析
は
、
近
世
か
ら
近
代
へ
の
移
行
を
み
る
う
え
で
の
重
要
な
問
題
点
で
あ
る
。
特
に
近
世
中
期
以
後
か
ら
進
行

し
て
い
く
寄
生
地
主
制
の
問
題
に
関
し
て
は
、
畿
内
農
村
を
対
象
と
す
る
研
究
成
果
は
少
な
く
な
い
。

明
細
帳
に
小
作
宛
米
の
記
載
が
で
る
の
は
明
ら
か
に
地
主
制
の
展
開
に
領
主
側
が
関
心
を
示
し
て
い
る
こ
と
、
村
落
内
部
で
地
主
小
作

の
対
立
が
生
じ
は
じ
め
て
い
る
情
況
を
反
映
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

天明年間摂津綿作地帯の村況

一
見
し
て
い
え
る
こ
と
は
、
宛
米
の
高
さ
に
ム
ラ
が
あ
る
こ
と
で
あ
る
。

こ
の
地
域
の
所
領
関
係
は
複
雑
で
か
つ
ま
た
変
遷
も
は
げ
し
く
、
天
明
年
間
の
み
を
考
え
て
も
す
べ
て
が
明
確
で
は
な
い
。
苅
田
村
の

一
部
が
高
槻
藩
、
山
之
内
村
が
肯
河
藩
で
あ
る
ほ
か
は
、
大
部
分
が
天
領
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
宛
米
の
高
さ
に
高
低
が
あ
る
の
は
、

天
領
・
藩
領
と
い
っ
た
領
有
の
相
違
も
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。
お
そ
ら
く
宛
米
は
J

生
産
力
と
年
貢
収
奪
と
の
相
関
関
係
の
な
か
で
き
め
ら

れ
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
概
し
て
天
領
の
年
貢
が
低
い
だ
け
に
こ
の
付
近
の
宛
米
の
高
さ
が
う
な
づ
け
る
。
ま
た
新
田
が
本
村
よ
り
低
い

の
は
、
高
・
年
貢
の
低
さ
と
、
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
綿
作
に
よ
る
生
産
力
の
高
い
こ
と
を
理
由
と
し
て
あ
げ
う
る
か
も
し
れ
な
い
。

ま
た
寺
岡
村
に
お
い
て
は
畑
の
み
銭
納
で
あ
る
。
年
貢
に
つ
い
て
は
、
南
嶋
新
田
お
よ
び
高
屋
新
田
で

御
年
貢
ハ
新
田
開
発
以
来
皆
銀
上
納
仕
来
り
候

と
あ
る
よ
う
に
銀
納
の
例
が
あ
る
が
、
小
作
宛
米
の
銭
納
に
つ
い
て
は
、
こ
の
一
例
の
み
で
あ
る
。

9 
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表
3 

’下，Aa』

宛

米（単位石

蔦 庭 松 1蓑富 北 力日 j美 大 船 中 北 南 j蕩h少鷹 前 寺 苅 山

屋 井 原 山 田向島 賀
キf

屋 香 奥 豆 喜 田 回 屋 之
新 事庁 新 新 新 新 事庁 名
田 回 田P古 国 田 田 田 田 山 ±~五 3止~ 連 辺 辺山鳥 子 1口入 堀 岡 田 内

上・．．。 々
田。

．－ Cニコ 。。。 。 。 。
五・ フ可 －． ・． ・． －．． 上。 七 四四 五

ム

｝＼ 。｝＼ 七c:コ ノ、 ノ、
田

一。 。。。 。 。。。。
・．。・． ・． ・．． 中

J¥ ~ 

四 四 四 。九七 九ノ、 " . ノ、
田五 五 五。 Cごコ。。。。。。。。。。

三目 ・． ・． －．． 下
ム ム

九 五 J¥ J¥ 七
ムノ、 c:コノ、 ノ、 ノ、
田

寸＝ 五

。 。
下

五々
田

上。 々
畑

ト一一一 一 一
c:コ 。。。 。 五 。
ヨ王 ・． ・． ・． 。 上。 五 四四 八。。三O （ 

五亡コ 匁 t回五 ・．
） 

一 。一 一
ム

五 。ノ、。 。0 四一 O

五 四 （匁二四 畑。
） 

一－
0 三一 O下

0 ・
- I四

匁一畑

一一一一。下
一々
一畑

ーー－ -岨E・E・－ ιw一司開園ーー

南
嶋
新
田
に
つ
い
て
は
、

一
反
に
つ
き
上
米
6
斗
、
中
米
5
斗
、
下
米
4
斗
、
下
々
米
3
斗
と
い
う
記
述
が
あ
る
。



お
わ
り
に

以
上
で
ゑ
蓮
村
文
書
の
一
部
で
あ
る
住
吉
郡
二
三
カ
村
の
明
細
帳
の
紹
介
を
一
応
苧
え
た
い
と
思
う
。
な
お
、
た
と
え
ば
加
賀
屋
新
田

や
北
嶋
新
田
な
ど
で

当
新
田
之
儀
ハ
、
御
公
儀
様
鉄
砲
大
筒
遠
了
御
見
通
、
ン
場
所
ニ
而
、
右
御
改
之
節
百
姓
野
業
止
メ
申
候
御
事
ニ
而
御
座
候

と
み
ら
れ
る
よ
う
に
、
鉄
砲
の
試
射
場
で
あ
っ
た
り
し
た
こ
と
な
ど
、
個
々
の
村
の
記
述
に
つ
い
て
は
、
ヨ
一
口
が
及
ば
な
か
っ
た
点
が
多
々

天明年間摂津綿作地帯の村j兄

あ
る
が
、
こ
の
地
域
を
一
つ
の
か
た
ま
り
と
し
て
と
ら
え
る
こ
と
に
重
き
を
お
い
た
た
め
で
あ
る
。

こ
の
紹
介
を
通
じ
て
、
江
戸
中
期
の
畿
内
農
村
の
村
況
が
少
し
で
も
明
ら
か
に
さ
れ
れ
ば
さ
い
わ
い
で
あ
る
。

注（1
）
古
島
敏
雄
・
永
原
慶
二
氏
『
商
品
生
産
と
寄
生
地
主
制
』

（
東
大
出
版
会

昭

九

（2
）
中
村
哲
氏
『
明
治
維
新
の
基
礎
構
造
』

未
来
社

昭
四
三
）

（3
）
高
尾
一
彦
氏
「
大
阪
周
辺
に
お
け
る
綿
作
の
発
展
と
地
主
制
の
形
成
」

歴
史
学
研
究
会
編
『
明
治
維
新
と
地
主
制
』
昭

（4
）
津
田
秀
夫
氏
「
幕
末
期
摂
津
型
地
域
に
お
け
る
商
品
経
済
の
展
開
に
つ
い
て
」

（
社
会
経
済
史
学
二

O
の
三

昭

九

脇
田
修
氏
「
摂
津
棉
作
地
帯
に
お
け
る
農
民
の
動
向
」

（
経
済
論
議
七
四
の
五

昭

九

（5
）
わ
ず
か
に
宮
本
又
次
氏
編
『
商
業
的
農
業
の
展
開
』

（
昭
三

O
）
わ
よ
び
山
崎
隆
三
氏
編
『
依
羅
郷
土
史
』
一
（
昭
三
七
）
が
あ
る
。

11 

（6
）
入
手
さ
れ
た
時
期
お
よ
び
そ
の
経
緯
に
つ
い
て
は
残
念
な
が
ら
不
明
の
た
め
、
原
所
蔵
者
や
伝
存
過
程
な
ど
は
不
詳
で
あ
る
。
た
だ
こ
の
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村
の
庄
屋
へ
集
め
ら
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

明
細
帳
の
大
部
分
が
「
天
明
六
年
、
午
年
諸
色
小
入
用
帳
」
と
と
も
に
袋
入
り
で
保
存
さ
れ
て
い
る
の
で
、
大
庄
屋
的
性
格
を
も
っ
桑
津

O
カ
村
、
三
四

0
0
0石
に
減
少
し
た
と
い
う
。

（7
）
山
崎
隆
三
氏
前
掲
書
。
狭
山
池
全
体
に
つ
い
て
い
え
ば
、
池
懸
り
の
村
は
、

（8
）
山
口
之
夫
氏
「
大
和
川
川
違
え
の
社
会
経
済
史
的
意
義
」

（9
）
山
口
之
夫
氏
前
掲
論
文

（
叩
）
山
口
之
夫
氏
前
掲
論
文

（
日
）
山
崎
隆
三
氏
前
掲
書

（
ロ
）
山
口
之
夫
氏
前
掲
論
文

日
）
高
尾
一
彦
氏
前
掲
論
文

（

M
）
大
阪
市
東
住
吉
区
喜
連
町

長
橋
英
一
氏
所
蔵
文
書

（
日
）
古
島
敏
雄
・
永
原
慶
二
両
氏
前
掲
室
固
な
ど
。

（
ヒ
ス
ト
リ
ア

昭
四
五
）

つ
け
か
え
以
前
の
七

O
カ
村
、
約
四
四

0
0
0石
か
ら
、
五

第
五
五
号


